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音楽会をふりかえって… ②

５年生「飛翔 ～とどけ 輝け たかく飛べ！～」
曲名 クラッピングファンタジー第３番 海の声

合唱やリコーダーができない中、クラッピングや打楽器中心の合奏になりまし
たが、子どもたちは授業や休み時間の練習に本当に熱心に打ちこんでいたと思い
ます。出番が近づくにつれて、少しずつ緊張した面持ちになり、本番は自分の課
題を意識しながら舞台に臨んでいました。教室で「楽しかったぁ」「頑張ったで」
と達成感を得たやりとりがたくさん聞こえました。
少人数なので自分の家の人も見つけやすかったようで、嬉しそうに家の人がい

たことを担任に報告に来てくれる子もいて、今年度の取り組みのプラスな面も見
られました。

６年生「未来にはばたけ ～感動を力に変えて～」
曲名 ヘッドウィング～風に向かって進め～ 栄光の架橋

小学校生活最後の音楽会を無事に行えることを子どもたちはとても喜んでいま
した。また３月の卒業式で、合唱や呼びかけが行えるかどうか定かでない今、み



んなで心を一つにし、お世話になった方々に感謝を伝えたいという思いもありま
した。最初はバラバラだった演奏が一つにまとまっていくとともに、顔つきも変
わり、６年間の仲間とのつながりを表現できた素敵な演奏になりました。

プレイ室担任団から

プレイ室に在籍する児童には、音楽会に向けてそれぞれの目標・課題がありま
した。それは決して簡単に達成できるものではなく、練習で何度も壁にぶつかる
児童もいました。それでもプレイ室担任と根気強く演奏の練習をしたり、交流学
級のみんなと一緒に合奏したりしていきました。私たちはその一歩ずつ目標へと
近づく姿をすぐ横でずっと見てきました。今回の音楽会は、児童一人ひとりにと
って大きな躍進につながったと強く感じています。

保健室 養護教諭から

感染対策を意識しての初めての音楽会。児童の安全を
いかに守るかを、学校全体で考え準備しま
した。大変だったことは、会場の消毒作業でした。練習
の時も本番も使用ごとに消毒・換気を行い、安心して本
番を迎えられるよう職員一同努力しました。良かったことは、当日保護者の皆様
の健康観察カードを用いた健康チェックへのご理解・ご協力が得られたことと、
ＰＴＡ執行部の皆さんに入校・入場の案内から消毒作業にいたるまで、積極的な
ご協力をいただけたことだと思います。学校、保護者、地域が協力することで安
全な音楽会が実施でき、感謝しています。ありがとうございました。

５・６年生の「おわりのことば」から

【５年生】私たちにとっては今回が小学校生活最後の音楽会でした。歌やリコーダーなどができないこともあ

り、これまでの音楽とは違うこともいろいろありましたが、楽器やクラッピングでも音やリズムを楽しむこと

はできました。何よりみんなで音を奏でるのは楽しかったです。クラッピングファンタジーのオルガンで音の

強弱を意識しながら頑張り、手拍子に強弱をつけてもりあがったり静かになったりするところを表現しました。

海の声では、最後の盛り上がるパートで穏やかな海を想像しながら、みんなと合わせられるように気持ちを込

めました。

【６年生】音楽会を行うことができた私たちの喜びは伝わりましたか。演奏に込めた、いつも支えてくれる人

たちへの感謝の思いは届いたでしょうか。これまでたくさん練習してきて、今日みなさんの前で演奏でき、と

ても楽しかったです。今出せる練習の成果を全部出し切ることができました。６年生になり、難しいことも多

くなったけれど、みんなで一緒に工夫したり、サポートしあったりして乗り越えてきました。この６年間それ

を繰り返していろんなことに挑戦してきたんだなと改めて思います。残り少なくなってきた卒業までの日々も、

６年間の集大成となるよう頑張ります。

コロナの暗い雰囲気を打ち破ることはできたでしょうか。音楽会が本当にできるのかと正直不安でしたが、

今こうして皆様に聞いていただきどれだけ嬉しいことか伝えきれません。私たちは小学校最後の音楽会に臨む

にあたり、全力で取り組んできました。そして、今日できることをやり尽くしました。私たちの努力や団結が

伝わっていると良いなと思います。ここまで成長できたのは、いつも支えてくれている皆様のおかげです。あ

と数ヶ月で卒業、そして中学校へと進みますが、今日の経験を胸に頑張っていきます。




